





















　1.　ビザンツ貨を模造・模倣する事例 : 西暦 1304年より前



















ツウィリアム博物館のコレクション・カタログ集「中世ヨーロッパの造幣 Medieval European Coin-




























存在した。量目単位体系は，1ロガリケ・リトゥラ（希 λογαρικὴ λίτρα，羅 libra，英
pound）=12ウンギア（希 οὐγγία，羅 uncia，英 ounce）=72エクサギオン（希 ἐξάγιον，羅
exagium）=1,728ケラティオン（希 κεράτιον，羅 siliqua，英 carat）であり，不変であった。




















（3）　貨幣体系と量目単位体系からなるビザンツ帝国の貨幣制度の変遷についてはMorrisson （2002）, pp. 
921-7, Table 4.　量目単位体系のギリシャ語，ラテン語，英語の対応関係についてはMorrisson （2010）, 
p. 44, Table 3-3が理解しやすい。
（4）　大法典などの法令による金貨に対する配慮や『旧税計算法』については，西村 （2009）を参照。
（5）　4世紀初頭以降をビザンツ貨幣史の開始とするのは Hendy （1985）やMorrisson et Schaaf （2015），5
世紀末以降とするのはGrierson （1999a）やGeorganteli （2008），7世紀以降とするのはMorrisson （2002）。





























ロン金貨）が 545，ノミスマ・テタルテロン金貨が 72，アスプロン・トラキュ琥珀金貨が 35である。
ノミスマ・ヒスタメノン金貨（希 νόμισμα ἱστάμενον）は標準金貨（ヒスタメノンは「標準の」とい
う意味），ノミスマ・テタルテロン（希 νόμισμα τεταρτηρόν）は軽量金貨（テタルテロンは「1/12 軽い」
という意味）であり，いずれも 963～1092年にかけて発行された。ノミスマ・ヒュペルピュロン金
貨については本文中の説明を参照。アスプロン・トラキュ琥珀金貨（希 ἄσπρον τραχύ）は 1092年
の貨幣体系改革以降に発行された金品位が約 30～10%のコインである。Morrisson （2002）, pp. 924-5.
図 3　帝国金貨の品位（4～ 14世紀）
図 2　帝国金貨の量目（4～ 14世紀）





















ὑπέρπυρον）は，皇帝アレクシオス 1世コムネノス（在位 1081～1118年）が 1092年に導
入した 4.3 g前後の量目と 85%強の品位を持つ金貨である。バシリコン銀貨（希
βασιλικόν）は，皇帝アンドロニコス 2世パライオロゴス（在位 1282～1328年）が導入し
た銀貨であり，II-2で詳述する。スタウラトン銀貨（希 σταυράτον）は皇帝ヨハネス 5世
パライオロゴス（在位 1341～1391年）が 1367年に導入した 8 g以上の量目を持つ銀貨で
ある（10）。





 （9）　時代区分は，②から始まるMorrisson （2002）に従っている。Grierson （1999a）では① +②と③
+④と⑤ +⑥，Morrisson et Schaaf （2015）では① +②と⑦ +⑧が同じ時期に区分されるが，本稿
では別個のものとして扱った。
（10）　Morrisson （2002）, pp. 933-4.　詳細についてノミスマ・ヒュペルピュロン金貨は Hendy （1999）, p. 
43，スタウラトン銀貨は Grierson （1999b）, pp. 28-30. 
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II.　ビザンツ貨をめぐる模造と模倣


















（11）　アラブ・ビザンティン貨について簡潔には Kato and Nishimura （2012）, pp. 5-7，詳細は亀谷（2004），
Foss （2008）.　アラブ・サーサーン貨については亀谷 （2006）。
（12）　OBは量目で「（1リブラ : 羅 libra=ギリシャ語のリトゥラから）72枚」かつ品位が「純金」とい
う意味である。Morrisson （2002）, p. 919.
図 4-1　 ヘラクレイオス大帝（ビザンツ皇帝 : 在位 610～641年）の 
コンスタンティノープル製ソリドゥス金貨
出典）　 大英博物館・所蔵番号 1922,0523.4の写真 AN494808001の背景を加工して転載。


















図 4-2　アブドゥルマリク（ウマイヤ朝カリフ : 在位 685～705年）の模倣ソリドゥス金貨
出典）　 大英博物館・所蔵番号 1954,1011.1の写真 AN316741001の背景を加工して転載。
　　　 Ⓒ Trustees of the British Museum.
図 4-3　アブドゥルマリク（ウマイヤ朝カリフ : 在位 685～705年）のディーナール金貨
出典）　 大英博物館・所蔵番号 1874,0706.3の写真 AN1463591001と AN1463592001の背景を加工して転載。
Ⓒ Trustees of the British Museum.
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シチリア王ルッジェーロ 2世（在位 1130～1154年）は，この椀状のビザンツ貨を模倣







（13）　ドゥカーレ銀貨については Grierson and Travaini （1998）, p. 460.
（14）　ヴェネツィアのグロッソ銀貨については Day et al. （2016）, p. 735, p. 738. 
図 4-4　 アレクシオス 1世コムネノス（ビザンツ皇帝 : 在位 1018～1118年）の
　　　  ノミスマ・ヒュペルピュロン金貨
出典）　大英博物館・所蔵番号 1849,1121.65の写真 AN394765001を転載。Ⓒ Trustees of the British Museum.
図 4-5　 ルッジェーロ 2世（シチリア伯 : 在位 1105-1130年，シチリア王 : 在位 1130～1154年）の
　　　  ドゥカーレ銀貨
出典）　 大英博物館・所蔵番号 1856,0901.19の写真 AN1612927513を転載。Ⓒ Trustees of the British Museum.
図 4-6　エンリコ・ダンドロ（ヴェネツィアのドージェ : 在位 1192～1205年）のグロッソ銀貨
出典）　 大英博物館・所蔵番号 1847,1108.1440の写真 AN124707001の背景を加工して転載。






















（15）　フィオリーノ金貨については Day et al. （2016）, p. 736，ドゥカート金貨については Day et al. （2016）, 
p. 735. 
（16）　ミリアレシオン銀貨については Grierson （1973）, pp. 62-8. 
出典）　 大英博物館・所蔵番号 1914,0705.4の写真 AN1613320906の背景を加工して転載。
　　　 Ⓒ Trustees of the British Museum.























（17）　バシリコン銀貨について簡潔には Kato and Nishimura （2012）, p. 10，詳細は Grierson （1999b）, p. 25.
出典）　 大英博物館・コイン =メダル部門 : 所蔵番号 1904,0403.30の写真 AN362569001を転載。
　　　 Ⓒ Trustees of the British Museum.





























Kato and Nishimura （2012）, pp. 10-1，詳細は Grierson （1999b）, pp. 31-2.　本稿では英語の billonをさ
しあたり「劣銀貨」と訳している。フランス系諸侯が発行したドゥニエ・トゥルノワ貨については
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